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 序章   
 第 1 章 ＮＨＫ大河ドラマ『徳川家康』 
 第 2 章 ＮＨＫ大河ドラマ『葵徳川三代』 
 第 3 章 ＮＨＫ大河ドラマ『徳川家康』と『葵徳川三代』の比較 
 第 4 章 ＫＢＳ大河ドラマ『開国』 
 第 5 章 ＫＢＳ大河ドラマ『龍の涙』 
 第 6 章 ＫＢＳ大河ドラマ『開国』と『龍の涙』の比較 












第 2 章では『葵徳川三代』が映像分析の対象とされ、第 1 章で明らかになった『徳川家康』の英雄像とは
正反対のネガティヴな家康像が形成されていることが実証されていく。父子関係、民百姓との関係、家康本人
の野望など、どの側面をとっても、残忍で自己中心的な男が見える仕掛けになっている。 








































で７つの章からなる論文であるが、各章ごとに 100 点をこえる図が、議論の証拠として提示されている。 
膨大なショット分析の成果を読むだけで、日本の『徳川家康』（1983 年）と『葵徳川三代』（2000 年）、
および韓国の『開国』（1983 年）と『龍の涙』（1996 年）の４作品相互の共通点と相違点が、細部にいた
るまで手に取るように明らかになる。大河ドラマ作品の粘り強い分析作業は、大いに評価できるものであ
る。 
本論文は力作ではあるが、問題がないわけではない。第一の問題として指摘できるのは、徳川家康と李
成桂を主人公にした４つのドラマが、「日本」と「韓国」の文化的な相違ではなく、「1983 年」と「1990
年代末」の「時代別の相違」を示している、という指摘で終わっていること。「なぜ」そのような時代別
の相違が生じたのか、映像の文化史のなかの「何が」要因となって１５年間にそのような変化が生じたの
か、という疑問には、今後ぜひ取り組むことが望まれよう。 
第二の問題は、日韓の大河ドラマを取り上げたにもかかわらず、日韓の文化的相違が研究対象から外さ
れていること。また「大河ドラマ」という大きな機構全体を、日本と韓国で比較してみるという広がりが
見られないこと。日韓の「大河ドラマ」の相違を文化的な側面から探究することは、今後必要な取り組み
となろう。 
とはいえ、このような詳細な映像分析をほどこした大河ドラマ研究は前例がないだけに、本論文の成果
は極めて優れたものであると判断される。 
 
 
 
２ 最終試験 
 平成２６年１１月１０日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。 
 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有す
るものと認める。 
 
